


禎禎子さまの銀製雛道具

横長の長の大雛壇大雛壇

栄子さまのおひなさま 紀久子さまのおひなさま

侯爵･黒田長知の娘 禎子さまは明治33年（1900）に侯爵･黒田長知の娘 禎子さまは明治33年（1900）に12代2代
直映公と結婚。雛人形は伝来していませんが、江戸時代直映公と結婚。雛人形は伝来していませんが、江戸時代
後期～明治時代に作られた176点もの純銀製の雛道具が後期～明治時代に作られた176点もの純銀製の雛道具が
遺されています。文房具や化粧道具遺されています。文房具や化粧道具などバリエーションバリエーション
豊かで、思わず見入ってしまう精巧さです。豊かで、思わず見入ってしまう精巧さです。

御台人形は、宮中において初節句などの慶事の御台人形は、宮中において初節句などの慶事の
折々に皇族の子女のみが賜る御人形で、様々な折々に皇族の子女のみが賜る御人形で、様々な
題材のものがあります。木製の台の上に、稚児題材のものがあります。木製の台の上に、稚児
や吉祥の動植物を配しているのが特徴です。や吉祥の動植物を配しているのが特徴です。
右の御台人形は、明治天皇の第八皇女富美宮さま右の御台人形は、明治天皇の第八皇女富美宮さま
（朝香宮允子妃）の御誕生祝として皇后陛下より（朝香宮允子妃）の御誕生祝として皇后陛下より
拝領し、娘の紀久子さまに伝来しました。拝領し、娘の紀久子さまに伝来しました。

 朝香宮鳩彦王の第一王女 紀久子さま（明治44年生まれ）は、朝香宮鳩彦王の第一王女 紀久子さま（明治44年生まれ）は、
昭和6和6年（1931）年（1931）に13代直泰公に降直泰公に降嫁。
端正な顔立ちの有職雛や三人官女、五人囃子･楽人、端正な顔立ちの有職雛や三人官女、五人囃子･楽人、箏弾き
人形などは、表情や衣装、仕草にもぜひご注目くださ人形などは、表情や衣装、仕草にもぜひご注目ください。い。
家紋家紋入りの御道御道具類はご結婚時に誂えられたものです。れたものです。

紀久子さまの大雛壇（長さ５ｍ）

有職雛職雛有職雛職雛

花車曳き人形車曳き人形毛作り人形作り人形

扇形棚形棚

コーヒーカップ･ワイングラスーヒーカップ･ワイングラス

栄子さまの大雛壇（長さ６ｍ）

 公家･廣橋胤保の娘 栄子さまは、明治14年（1881）に公家･廣橋胤保の娘 栄子さまは、明治14年（1881）に
11代直大公の継室としてイタリアで結婚。直大公の継室としてイタリアで結婚。
優しい顔立ちの有い顔立ちの有職雛や次郎左衛門雛、ユーモラスな雛や次郎左衛門雛、ユーモラスな
ブランコ乗り人形、ワイングラスやコーヒーカップブランコ乗り人形、ワイングラスやコーヒーカップ
など洋風の雛道具も見どころです。道具も見どころです。

 明治2明治20～30年頃に東京･永田町の鍋島邸日本館30年頃に東京･永田町の鍋島邸日本館
で撮影された古写で撮影された古写真。横長の大雛壇に雛人形や。横長の大雛壇に雛人形や
雛道具がずらりと飾られています。徴古館では、雛道具がずらりと飾られています。徴古館では、
この古写真の様子古写真の様子になにならったらった３段の大雛壇飾り３段の大雛壇飾り
をご堪能いただけます。をご堪能いただけます。
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佐賀藩佐賀藩主･侯爵侯爵  鍋島家鍋島家 皇　室皇　室

 関係略系図関係略系図

直大公･栄子様
お揃いの次郎左衛門雛
直大公･栄子様

お揃いの次郎左衛門雛

鳩彦王所用の
次郎左衛門雛
（女雛）
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ブランコ乗り人形ランコ乗り人形

花手桶手桶
銀製雛道具の飾りケースです製雛道具の飾りケースです

禎子さまの雛人形（伝来していません）子さまの雛人形（伝来していません）

三人官女人官女 五人囃子（雅楽）人囃子（雅楽） 鯛曳き人形曳き人形

（継 室）（継 室）

（継 室）（継 室）

特別特別な「御台人形」「御台人形」
お  だいだい  にん ぎょう

朝香宮家の
家紋を丸く
アレンジした
金蒔絵の
御道具

碁盤 実寸大
で示したお方たお方のおひなおひなさまを中まを中心に展示に展示していています。

箏弾き人形人形

御台人形（山姥）台人形（山姥）

熊と戯れると戯れる

金太郎と山姥山姥
や ま ん ばや ま ん ば

金
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